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「国際女性デー」は、国連が 1975 年に定めた「女性への差別撤廃や女性の地位向上」を訴える日で、

毎年 3月 8日がこの日にあたります。 

この日は世界各国で「女性の生き方を考える日、女性に感謝する日」とされています。 

この「国際女性デー」のシンボルとされているのが「ミモザの花」です。「国際女性デー」はイタリア

では「FESTA DELLA DONNA（フェスタ・デラ・ドンナ＝女性の日）」とされ、女性に日頃の感謝の

気持ちを込めて、ミモザの花束を贈る習慣があります。そのほか国によっては様々なイベントを開催し

たり、祝日に定めている国もあります。 

国連は、3月 8 日国際女性デーにあたり、毎年テーマを定めています。2025 年のテーマは、

「すべての女性と少女のために― 権利、平等、エンパワーメントを」です。すべての人に、そし

て、誰一人として取り残されることのないフェミニズムの未来のために、平等な権利、力、機会

を与える行動を呼びかけるものです。このビジョンの中心にあるのは、永続的な変革をもたらす

人（カタリスト）として、次世代、特に若い女性や思春期の少女たちに力を与えることです。 

UN WOMEN（国連女性機関）日本事務所ホームページより一部抜粋 

フレンテみえ発行 冊子「あなたは知っていますか？世界の女性のこと、日本の女性のこと」より一部引用・抜粋 

「国際女性デー」が 3月 8日になった理由は諸説あると言われていま

すが、一説によると 1908年 3月 8日、アメリカ ニューヨークで女性たちが婦人参政権を求めてデモを起

こしたのを受けて、ドイツの女性解放運動家 クララ・ツェトキンが 1910年のこの日、国際社会主義会議に

おいて「女性の政治的自由と平等のために戦う日」とするよう提唱したことから始まったとされています。 

その後、２度の世界大戦を経て、女性にも徐々に権利が認められるようになり、1975 年の「国際女性

年」、国連が初めて 3月 8日を「国際女性デー」として祝いました。その後、1977年の国連総会で正式に

「女性の権利と国際平和を祝う日＝国際女性デー」と決議し、現在の国際女性デーが形作られました。 

 

アフガニスタン・カンボジア・ロシアなど 2５か国以上 

フランスでは経済格差の解消や女性への暴力反対を訴え、各地でデモが行われる。 
昨年の国際女性デーには妊娠の人工中絶の自由を憲法に明記する改正が正式に発効された。 

ベトナム（「国際女性デー」と「ベトナム女性の日（10月 20日）」2つの女性に関する日がある） 

ブルガリア・ルーマニア（母の日と同等の記念日として認識されている） 

国際女性デーの成り立ち 

国際女性デーが祝日の国 

祝日ではないが、幅広く認知されている国 

その他の国 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO法人Ｊ-Win（ジャパン・ウィメンズ・イノベイティブ・ネットワーク） 

日本では、企業経営者をはじめ多様な組織のトップの 9 割を「男性」が占めています。 

その男性経営者が中心となって、経営戦略の要となるダイバーシティ＆インクルージョン（D＆I）、女性

活躍推進にコミットし、強力なリーダーシップを発揮して、オールド・ボーイズ・ネットワーク（OBN）

がつくりあげてきた古い企業文化、組織風土の変革に取り組もうとする動きが始まっています。 

輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会 J-Win CEO会議／実行リーダーの会 

2014 年に内閣府が推進する「輝く女性応援会議」 

が開催され、各地域・分野で、輝く・輝こうとする 

女性達を応援するムーブメントが始まりました。この 

取組の輪をさらに広げていくことを目的に、男性経営 

者による「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの 

会」を発足させています。 

NPO 法人Ｊ-Winでは 2021 年に、会員企業の経 

営者、D＆I 推進担当役員による「CEO 会議／実行リ 

ーダーの会」を発足させました。「CEO 会議」はＤ＆Ｉ 

推進を経営戦略として位置づけ、経営トップが自ら徹底して実行することをコミットする会議体です。 

これと連動する「実行リーダーの会」は、CEO 会議で議論された女性活躍推進に向けたコミットメン

トを、より具体的な施策へと素早く結びつけていくことで実効性を高めることを目指しています。 

D&I推進に、なぜ「経営者」のコミットメントが必要なのか 

激変するビジネス環境にあって、これまでのやり方を続けるのでは現状維持さえ難しく、やがて事業

の衰退を招くことになります。多様な価値観を持つ人材を活用し、互いが理解・尊重する議論の中から、

新しい考え方やイノベーションを生み出すＤ＆Ｉ推進が、企業の持続的な成長には欠かせないからです。 

その一方で、女性管理職を増やし、働きやすさに配慮すれば業績は上がるのか、といった疑問や、Ｄ＆

Ｉ推進に取り組む余裕がない、女性社員の採用や教育を行っても進んでいる実感がない、という声も聞

きます。 

Ｄ＆Ｉ推進は、単に数値目標を掲げ、制度を導入すれば解決するようなものではなく、その障害となっ

ているものは企業の文化や風土として組織に深く根づいていることからも、社員の意識改革や企業文化

の変革を伴う全社的な課題として捉えることが必要です。 

Ｄ＆Ｉ推進を組織に根付かせ、女性の活躍や指導的地位への登用を加速させるためには、ボトムアッ

プの取組だけでは不十分です。経営者自らが率先して、本気で取り組む覚悟を示し、具体的な行動でその

意思を示すことが重要です。トップダウンで推進しなければ、組織全体の意識改革は進みません。 

J-Win実行リーダーの会 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J-Win CEO会議の取組 

CEO 会議の参加者は J-Win 会員企業の経営者（社長・CEO）です。ダイバーシティ経営に積極的な

先進企業から、20 名の経営者による経営者同士の、本音の議論が行われます。会議の目的を「Ｄ＆Ｉ

推進を経営戦略として捉え、経営トップ自らが徹底して実行する」とし、ここでも経営者によるコミッ 

トメントの重要性に触れています。 

この会議では、社長・CEO から交代でＤ＆Ｉにかける熱い想いを語っていただくことにしています。

その後、毎回設定するテーマについて、それぞれの企業が持つ課題感やＤ＆Ｉ推進事例・施策を議論し

ています。この議論の中で、経営者同士が相互に刺激を受け、 「気づき」 「覚悟」 「迷いの払しょく」 

から、Ｄ＆Ｉ推進の「スピーディな社内展開」へと結びつけ、同質性の高い企業文化を変革するための

意識をより強固なものにしていきます。 

女性活躍推進に関する課題認識（２つの壁）と取組 

CEO 会議で紹介された女性活躍推進に向けた取組事例を紹介しましょう。この企業では、女性がキ

ャリアップして活躍するための課題解決に取り組んでいます。女性社員が抱える不安として「課長の壁」

「部長の壁」があると考え、それぞれのステージでの課題解決のための研修プログラムを設けています。 

ここでの注目は「部長の壁」に対応するためのプログラムです。全社視点で視座を高め、キャリアア

ップを目指してほしい将来の役員、部長候補の女性社員に対して、全ての役員がそれぞれのサポーター

を務め、リーダーの育成を図るという制度です。 

この制度のメニューにはメンタリング、勉強会、自己啓発などがあり、メンタリングでは役員と対象

者による個別面談が月１回、１年間かけて行われます。リーダーとしての考え方や意思決定の重要性、

難しさなど多様な視点、視座（他事業、経営目線）を教えていくというものであり、役員が統括する部

門のミーティングにも参加するといったオプションもあるようです。 

１年間のプログラムを終えると候補者は、上位職へのキャリアチャレンジに前向きになった自身の変

化を実感出来るようになります。また、女性社員の育成に直接携わった役員からも、指導的地位への女

性登用、人材育成の重要性を改めて理解できた、などの感想が寄せられるようになったようです。 

経営者が考えるべきこと、行動すべきこと 

経営者が考えるべきこと、行動すべきことについてお聞きします。社内でＤ＆Ｉ推進月間などを設け

て社員を教育する、それでＤ＆Ｉは進むのでしょうか。Ｄ＆Ｉ・女性活躍推進は企業に課せられた数値

目標ではなく、イノベーションを生み、古い文化や風土を変革し、企業の持続的な成長のために不可欠

なものです。 

経営者には、組織全体の課題を明確化し、多様性を尊重する文化を醸成するために、率先して具体的

な行動を示すこと、全員参加型の研修や教育プログラムを通じて成功事例を共有することで、社員一人

ひとりが組織の目標達成に貢献できるよう、モチベーションを高めることなどが求められます。 

繰り返しになりますがＤ＆Ｉ推進は経営戦略です。経営者は自社の現状をしっかりと把握し、長期的

な視点を持ち、強力なリーダーシップを発揮し、経営に多様性を取り込むことで、必ず成果に結びつけ

ることができます。 企業文化を変革し、企業の持続的成長を実現するのは、経営者の「本気の覚悟」と

「徹底したコミットメント」です。 

内閣府発行 月刊総合情報誌「共同参画」1２月号より抜粋 
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 3月  February  2025 

 日 月 火 水 木 金 土 

       1 

 2 3 4 5 6 7 8 

 9 10 11 12 13 14 15 

 16 17 18 19 20 21 22 

 23 24 25 26 27 28 29 

 30 31      

        

        

        

 

 ジェフリーすずか  検索 

〇：相談日 

1979 年、国連総会で採択された「女性差別撤廃条約」の前文から第 16 条ま

でを、オールカラーの絵本形式でわかりやすく紹介。 

妖精ひまわり姫を主人公としたメルヘン風の物語を通して、女性差別撤廃条約

を考える。1998 年北九州市立女性センター・ムーブ主催「女性差別撤廃条約

名訳コンクール」優秀賞受賞作品をもとに、絵入りの単行本にしたもの。 

【世界中のひまわり姫へ 未来をひらく「女性差別撤廃条約」】(ポプラ社） 

著：小笠原みどり 

059-381－3118（直通） 
相談日：毎週火・木・金曜日 

（第 4 金曜日・休館日を除く） 

時 間 10：00～12：00（午前） 

13：00～16：00（午後）  

・女性の相談員が対応します。 

・相談は無料です。 

・相談内容などの秘密は厳守します。 

・必要に応じ，面接相談，市役所担当課等をご案内します。 

・話し中の場合は，時間をおいておかけ直しください。 

 

●なぜ日本の少子化対策は実を結ばないのか？ 

●少子化にまつわる誤解をデータ・統計から見抜く！ 

●さまざまなエビデンスが指し示す「婚姻・出産」のリアル 

少子化が止まらない日本。理由の一つとして、そもそも「少子化にまつわる誤解」

が世に多く流布していると著者は指摘する。 

たとえば「少子化対策＝子育て支援」とだけ考え、手前の「未婚・晩婚問題」が

改善されない現状は、誤解が招いた過ちの最たる例だ。 

本書ではデータ・統計を用いて、これらの誤解を分析・検証。冷静な議論のため

に必要な知識を提供する一冊。 

【未婚と少子化 この国で子どもを産みにくい理由】（PHP 研究所）著：筒井 淳也 


